
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

研　　修

・現時点で必要な内容を見極め質の高
い研修を効率的に提供する。

・各課や職員からの要望を最大限に汲み取り、実践に繋がる研修を実施し、出席率を９５％以上にする。

・ニーズに応じた校外研修を紹介すると共に、研鑽に寄与する資料や図書の充実を図る。

・教科指導力の向上を目指し多面的に
支援する。

・相互授業参観を実施し、異なる指導法や自らの課題を見出す機会とし、各自の指導力の向上を目指す。

・オンライン授業の方策やICT機器の使用法等を的確に提供し、更にその技術力の向上を目指す。

企画庶務
情報

・学校行事の円滑な企画・運営を行う。

・各課との連携を適宜行い、2カ月ごとの行事予定を前月3週目には配布する。

・感染症対策の観点から各行事の規模・人数・時間等を考慮して、柔軟に企画・運営を行う。

・ＰＴＡ活動及び創立１２０周年記念行
事の支援を行う。

・役員会・常任委員会の活動を支援し、感染症に配慮した活動を行う。

・創立１２０周年記念誌の発行など記念行事成功に向けて取り組む。

保　　健

校内美化活動の活性化を図る

・重点目標を決めて清掃や環境美化の課題を確認し、広報や点検活動に生かす

・教室、廊下、階段からゴミゼロを目指す

・学校生活全般を通じて、身の回りの整理整頓、校内美化の意識を涵養する

・感染予防の習慣の定着化及び心身
両面からの支援と情報提供を図る
・自らの健康管理ができる生徒の育成

・校内から感染者を出さないように、校内活動全般にわたって感染対策を徹底させる

・　健康教育推進事業の充実を図り、健康相談の活性化繋げる

・保健室での個別指導を重視するとともに、職員間の連携を緊密にし保健指導の充実を図る

進路指導

進路行事の充実を図る。

・進路課会議を定期的に行い、各学年の進路と共通認識をもって進路行事をすすめる。

・学年と連携をとりながら実施する。

キャリア教育を充実させ、希望進路の
１００％達成を目指す。

・3年生への面接指導や受験指導を徹底する。

・担任と進路で連携し、生徒の希望進路を叶える。

・大学進学希望者を集め、定期的に状況を把握し支援を行う。

生徒指導

・頭髪服装規定のスムーズな遂行

・現状の把握（現行規定・生徒状況・中学校）をし、生徒会・ＰＴＡと共に話し合いを進める。

・生徒の進路実現ための規定と捉させ、関係部署と連携を取る。

・学校行事の見直しと部活動加入率の
向上

・120周年行事の成功させる。現存の行事を活かし、交流をおこなう。

・新たな部活動の導入を検討すると共に外部講師の増員を要望する。

教　　務

・観点別評価（特に1年生の「A・B・C」評価）を全職
員の共通理解のもと実施できるようにし、生徒の
学習改善と教師の授業改善につなげる。

・年間授業計画表の中に各観点の評価の割合や評価規準、評価資料を記載するようにレイアウトを変更する。

・校務支援システムの利用方法や観点別評価の成績処理方法を教員間で共通理解できるようにする。

・生徒募集活動では、特に園芸技術科と動植物活
用科の新たな内容をわかりやすく説明し、中学生
や地域の方々に理解してもらう。

・広報課および農務部と連携して広報活動のための資料を作成する。

・体験入学や学校説明会で、新学科の取組みや今後の計画について丁寧に説明する。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

広　　報

【成果】

○修学支援生徒に対する全職員の共通理解。

○新学科設立に係る中学生への広報。

○特色化入試による意欲ある生徒の確保。

○生徒全員の進路実現

【課題】

○特色化入試に係る修学支援生徒増への支援体制の構

築。

○新学科施設設備および学習内容の充実。

○特色化入試及び当該入学生の検証と次年度の計画。

○国公立大学進学カリキュラムの遂行と点検。

○校則の見直し

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

・広報活動を充実させる

・学校ホームページを刷新する。

　生徒への適切な支援と指導を行い、生徒一人ひとりを大切にするとともに、学校集団としての連帯感を高め、コミュニケーション能力を高めることで社会性を育み、心豊かな人間形成を目指し、従来の教育活動の点検・見直しを図ることでより質
の高い教育活動を組織的・計画的に展開する。

具　体　的　方　策

・リーフレットとパンフレットを6月までに完成させる。

・SNSの環境整備を行い、学校新聞等も定期的に発行する。

・新学科用の広報素材集めを積極的に行う。

・曜日ごとに振り分け、学校全体と各学科ごとに、毎週１ネタ、ホームページの更新を行っていく。

・120周年に合わせて、ホームページの形式を少しずつ変更していく。

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標
学科再編及び新教育課程を推進し、新学習指導要領に即した教育実践を検討する。また、その学習内容の充実、生徒募集のための中学校や地域、及びＨＰの充
実やマスコミ等への広報活動について推進する。

主体的・対話的で深い学びを実践した授業改善に取り組み、生徒の基礎学力向上を図る。また地元企業と連携した農産物、加工品の研究、製造を推進し、学校ブ
ランド化を推進する。

３年間を見通したキャリア教育プランの充実を図り、生徒の希望する進路(進学・就職）を実現する出口対策を強化し、１００％の進路実現を目指す。また、国公立大
学への進学者を輩出するため、進学指導を充実させる。

学習環境の整備及び教育相談の充実を図り、いじめの防止と撲滅に取り組む。また、全教科・全領域において人権教育を推進し、道徳的実践力を高め、自尊感情
や自立心思いやりのある心の育成に努める。

年　度　重　点　目　標

教育活動全体をとおして、鍛えて、ほめて、生徒の可能性を伸ばす教育を行う。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図り、確かな学力と実践
力の向上を目指す。

入学から卒業まで一貫したキャリア教育の充実を図り、希望する進路を１００％
実現する。

基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図るとともに、自律心と思いやりの
ある心豊かな人間形成を目指す。

様式３

自己評価

令和　　４　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）

福岡県立福岡県立糸島農業高等学校

学校関係者評価

次年度の主な課題
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

・面接練習を全員に最低３回、就職希望者は最低６回実施し、挨拶、マナーの評価を

　記録させ、希望進路を実現する力を身につけさせる。

・学年集会等で継続して挨拶、マナーの重要性を話し、実践する場を設ける。

・ＨＲ等でスピーチの時間を設けるなど、生徒が発言する機会を意図的に設ける。

・体育祭等でリーダーを中心に生徒が主体的に集団をまとめられるように支援する。

・会計処理について法令遵守を徹底するとともに、節減を実施し、限られた予算の効率的な執行を行う。

・教員と連携し、新型コロナウイルス感染症防止のための対策を適切に実施する。

・技師（農業技術職員）の活用及び教員との連携により、農場管理の充実を図る。

・学校での生産物販売において、厳密な法令遵守の手続きを行う。

事務室

社会人として活躍できるマナー、話の
聴き方を身につけ、希望進路を実現す
る。

最高学年として、主体的に発言し、学
校行事で中心的な役割を果たす力を
身につける。

・適切な会計処理とコロナ対策の実施

・農場管理の充実及び発展

第３学年

農　　務

人権･同
和教育

第１学年

・経済的に困難な家庭について、事務室と連携し支援を行う。

第２学年

・一人一プロジェクトに取り組み教育の活性化を図る。

・毎学期特設学習を実施することで、人権意識の継続を図る。

・生徒の実態に合う教材を使用し、心に響く内容を提供する。

　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

・朝早い登校を習慣づけ、１日の良いリズムを作り、遅刻・早退・欠席を減らす。遅刻については０を目指す。

・挨拶、身だしなみ、授業に取り組む姿勢について、繰り返し指導を行うことで徹底させる。

・各学科の特色を生かした学習内容、
施設・設備を充実させる

・地域と連携した活動の強化と外部へ
の取組を積極的に広報する

・人権・同和教育を推進するため、個別の人
権課題を中心に、差別の現実に学ぶ。

　・
　・
　・

・広報課と連携し、SNS等を活用した情報発信を行う。

・学科、事務と綿密に協議し、設備の補充を行う。

・ロードマップを作成し段階的な計画を示す。

・授業中やHRなどで常に指導し、自分から挨拶をする意識を持たせる。   

・本人の責任ではない理由で修学が困難な
生徒を支援する。

基本的生活習慣の確立

基礎学力の向上

・挨拶や話を聞く態度、意思表示を徹
底させる。

・学校生活における生徒支援の充実と
学力の向上。

・言葉による返事や挙手といった意思表示を必ずさせる。

・修学支援や、養護教諭との連携・協力を密に行う。また精神的に困っている生徒の把握とケアを行う。   

・表現力を向上させるため、朝トレに読解力や語彙力を高める内容を取入れる。   

・SCや保健室との連携のもと、多様な生徒への支援を行う。

・０トレで漢字の学習を行い、漢字検定合格５０パーセントを目指す。

・考査前の補習を実施し、学力の向上とともに、苦手科目の克服に努めさせる。


